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最
新
動
向
を
読
み
解
く
基
本
概
念
は
何
か

本
書
の
ね
ら
い
と
構
成
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ー
＿
本
書
の
ね
ら
い

国
際
社
会
で
は
、
「
情
報
革
命
」
が
一
部
の
豊
か
な
国
の
話
で
は
な
く
、
途
上
国
も
巻
き
込
ん
で
経
済
発
展
の
起

爆
剤
に
な
る
と
の
認
識
が
広
が
っ
て
い
る
。
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
や
国
際
協
力
機
構
の
理
事
長
と
し
て
世
界
中
を

飛
び
回
っ
た
緒
方
貞
子
氏
は
、
「

I
T
の
発
達
は

16
世
紀
ご
ろ
の
大
航
海
時
代
に
匹
敵
す
る
『
情
報
革
命
』
だ
と
思
う
」

と
述
べ
て
い
る
（
「
日
本
経
済
新
聞
」

2
0
1
2
年
1
月
8
日
付
）
。
技
術
の
専
門
家
で
は
な
い
彼
女
が
各
国
・
地
域
の
最

前
線
で
得
た
実
感
こ
そ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
変
貌
を
よ
く
現
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
国
際
社
会
の
論
調
に
は
、
多
目
的
技
術

(General
P
u
r
p
o
s
e
 T
e
c
h
n
o
l
o
婆
）
と
し
て
の

I
T
が
、
扉
用
、
教

育
、
医
療
な
ど
様
々
な
領
域
の
課
題
を
解
決
し
、
経
済
成
長
を
促
進
す
る
と
い
う
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
」
の
着
眼
点
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
応
用
で
あ
る
情
報
経
済
学
に
と
ど
ま
ら

ず
、
マ
ク
ロ
経
済
学
の
分
析
手
法
も
取
り
入
れ
て
情
報
化
の
影
響
を
包
括
的
に
考
察
す
る
試
み
で
あ
り
、

20
世
紀
末

の
生
産
性
論
争
を
機
に
本
格
化
し
た
。
先
進
諸
国
で
構
成
さ
れ
る

O
E
C
D
に
は
、

1
9
9
0
年
代
か
ら
情
報
経
済

作
業
部
会

(
W
P
I
E

W
o
r
k
i
n
g
 Party o
n
 the Information E
c
o
n
o
m
y
)

が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
途
上
国
の
貧
困
問
題

に
取
り
組
む

U
N
C
T
A
D
で
も
、

2
0
0
 5年
か
ら
『
情
報
経
済
報
告

(Information
E
c
o
n
o
m
y
 Report)
』
が
刊
行

一
情
報
革
命
の
波
に
乗
る

「
羅
針
盤
」

を
求
め
て
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さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
経
済
成
長
、
生
産
性
、
雁
用
、
企
業
」
へ
の
影
響
を
分
析
対
象
と
し
て
お
り
、
ま
さ
に

「
経
済
学
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
総
動
員
」
す
る
一
大
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
時
代
の

O
A
化
、
バ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
一
世
を
風
靡
し
た

1
9
9
0年
代
の

I
T

プ
ー
ム
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
爆
発
が
起
き
た

2
0
0
 0年
代
の
モ
バ
イ
ル
化
、
そ
し
て
今
日
の
ク
ラ
ウ
ド
や
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
な
ど
、

I
T
は
常
に
新
し
い
何
か
を
生
み
出
し
続
け
る
未
完
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
新
現
象
が
次
々

と
生
ま
れ
、
社
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
貌
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
情
報
化
の
内
容
と
場
所
が
ど
う
変
わ
ろ
う

と
一
貰
し
て
流
れ
る
通
奏
低
音
も
聞
こ
え
て
く
る
。
新
技
術
の
導
入
に
伴
う
生
産
性
向
上
と
経
済
成
長
、
そ
の
た
め

に
必
要
な
企
業
、
市
場
、
制
度
の
見
直
し
、
雇
用
と
格
差
の
問
題
、
教
育
の
持
つ
力
な
ど
で
あ
る
。
変
化
の
激
し
い

時
代
こ
そ
、
現
象
に
振
り
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
物
事
の
本
質
を
ど
っ
し
り
と
見
据
え
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重

要
と
な
る
。
筆
者
自
身
、
こ
の
分
野
の
研
究
に

20
年
以
上
携
わ
る
中
で
、
情
報
経
済
学
や
情
報
化
社
会
論
の
黎
明
期

に
練
り
上
げ
ら
れ
た
先
達
の
思
想
や
理
論
が
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
転
す
る
最
新
の
状
況
を
見
事
に
照
ら
し
出
す
不
易

の
灯
で
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
て
き
た
。

本
書
は
、
変
化
の
激
し
い
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
読
み
解
く
羅
針
盤
と
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
を
受
賞
し
た
ス
テ
ィ
グ
ラ
ー
、
ア
カ
ロ
フ
、
コ
ー
ス
、
ノ
ー
ス
を
は
じ
め
、
早
く
か
ら
情
報
化
社
会
の
到
来
を

予
見
し
た
梅
悼
忠
夫
、
ト
フ
ラ
ー
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
ら
の
考
え
を
今

8
的
な
問
題
を
例
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
相
互

の
関
係
性
を
意
識
し
て
体
系
的
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
情
報
化
の
本
質
を
突
く
こ
れ
ら
不
易
の
思
想
と
理
論

は
、
革
新
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
予
期
せ
ぬ
複
雑
な
出
来
事
を
読
み
解
く
手
掛
か
り
に
な
る
の
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2
＿
本
書
の
構
成

本
書
で
は
、
情
報
経
済
学
、
情
報
化
社
会
論
、
生
産
性
論
争
、
分
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
企
業
と
市
場
の

取
引
費
用
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
済
性
、
情
報
化
と
制
度
変
化
、
技
術
変
化
と
雇
用
と
い
う
8
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
、
情
報
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
現
代
社
会
を
読
み
解
く
べ
く
、
基
本
概
念
の
解
説
と
そ
れ
ら
の
つ
な
が
り
を
考
察

し
て
い
く
。

ま
ず
第
1
章
で
は
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
が
「
20
冊
紀
の
経
済
学
の
発
展
に
最
も
貢
献
し
た
分
野
の

1
つ
」
と
述
べ

た
情
報
経
済
学
の
基
礎
を
解
説
す
る
。

1
9
6
1年
に
ス
テ
ィ
グ
ラ
ー
が
提
起
し
た
「
価
格
情
報
の
不
完
全
性
」
と

ア
カ
ロ
フ
の
レ
モ
ン
市
場
で
有
名
な
「
質
的
情
報
の
不
完
全
性
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
市
場
で
ど

の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
か
、
ま
た
情
報
化
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
る
か
を
考
え
る
。
今
で
は
ミ
ク
ロ
経

済
学
の
入
門
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
基
礎
理
論
を
う
ま
く
応
用
す
れ
ば
、
「

I
T
が
途
上
国
に
も
た

ら
し
た
最
大
の
貢
献
は
『
人
々
に
よ
る
価
格
の
発
見
』
だ
」
と
指
摘
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
、
食
品
の
安
全
問

題
や
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
の
本
質
が
何
で
あ
る
か
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

続
く
第
2
章
で
は
、
情
報
化
に
伴
う
経
済
社
会
の
変
貌
を
マ
ク
ロ
的
に
と
ら
え
る
情
報
化
社
会
論
を
取
り
上
げ
る
。

1
9
6
0年
代
初
頭
に
提
唱
さ
れ
た
マ
ハ
ル
ー
プ
や
梅
悼
忠
夫
ら
の
先
駆
的
な
論
考
を
契
機
に
、
知
識
産
業
化
、
情

は
間
違
い
な
い
。
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ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し

ま
ず
第

4
章
で
は
、
企
業
内
部
に
お

報
化
、
脱
工
業
化
、
サ
ー
ビ
ス
化
、
ソ
フ
ト
化
な
ど
産
業
構
造
の
高
度
化
に
よ
る
経
済
発
展
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
過
程
で
、
商
品
の
実
用
的
機
能
だ
け
で
な
く
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
情
報
的
機
能
が
重
要
性
を
増
し
て
い
く
「
産
業

の
情
報
化
」
と
、
そ
の
こ
と
が
新
た
な
産
業
を
創
出
す
る
「
情
報
の
産
業
化
」
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
た
。
情
報
化

社
会
論
は
、
未
来
論
、
文
明
論
的
な
色
彩
を
帯
び
や
す
か
っ
た
た
め
、
経
済
学
の
主
流
派
か
ら
は
異
端
視
さ
れ
て
き

た
が
、
そ
の
考
え
を
敷
術
す
れ
ば
、
端
末
の
無
料
化
や
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
異
性
な
ど
現
在
の
問
題
を
考

え
る
際
に
役
立
つ
。

第

3
章
で
は
、
生
産
性
論
争
を
取
り
上
げ
る
。
厳
密
さ
と
壮
大
さ
と
い
う
点
で
両
極
に
あ
っ
た
情
報
経
済
学
と
情

報
化
社
会
論
は
、
長
く
相
互
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
に
転
機
を
も
た
ら
し
た
の
が
ソ
ロ
ー
・

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
論
で
あ
る
。
情
報
化
投
資
に
よ
る
米
国
経
済
の
再
生
と
い
う
現
実
に
よ
っ

て
、
情
報
の
問
題
に
技
術
や
投
資
の
要
因
が
加
わ
り
、
生
産
性
や
経
済
成
長
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
経
済
学
の
主
流
派
が

取
り
組
む
テ
ー
マ
に
躍
り
出
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
ク
ラ
ス
の
著
名
な
学
者
も
加
わ
っ
た
こ
の
大
論
争
に
よ
っ
て
、
情
報

化
社
会
論
の
流
れ
を
汲
む
産
業
構
造
論
と
情
報
経
済
学
か
ら
派
生
し
た
産
業
組
織
論
が
太
く
つ
な
が
っ
た
。
第
1
に、

情
報
化
に
よ
る
産
業
構
造
の
高
度
化
が
経
済
成
長
に
結
実
す
る
に
は
、
情
報
投
入
の
増
加
が
単
な
る
情
報
費
用
の
増

大
で
は
な
く
生
産
性
の
向
上
に
結
実
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
第
2
に
、
情
報
技
術
の
導
入
で
生
産
性
を
高
め

る
に
は
、
企
業
組
織
や
産
業
組
織
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
に
は
、
経
済
学
の
礎
を
築
い
た
ス
ミ
ス
や
リ
カ
ー
ド
、

た
コ
ー
ス
や
ノ
ー
ス
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
概
念
が
役
に
立
つ
。
そ
こ
で
、
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け
る
組
織
の
問
題
に
つ
い
て
、
分
業
と
比
較
優
位
と
い
う
経
済
学
の
基
本
概
念
に
立
ち
返
っ
て
情
報
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
を
考
察
す
る
。
ス
ミ
ス
が
『
国
富
論
』
で
丹
念
に
描
写
し
た
よ
う
に
、
分
業
に
基
づ
く
交
換
は

飛
躍
的
な
生
産
性
の
向
上
を
も
た
ら
す
が
、
同
時
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
費
用
の
増
大
と
い
う
問
題
を
生
み
出

す
。
こ
の
二
面
性
は
「
分
業
に
よ
る
協
働
」
と
い
う
企
業
組
織
の
根
本
的
な
仕
組
み
に
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
比

較
優
位
に
基
づ
く
分
業
領
域
の
見
直
し
と
い
う
企
業
改
革
の
本
質
が
浮
か
び
上
が
る
。
情
報
化
で
成
功
し
た
他
社
の

事
例
を
表
面
的
に
模
倣
し
た
り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
丸
投
げ
し
た
り
す
る
改
革
が
な
ぜ
う
ま
く
い
か
な
い
か
、
そ

の
原
因
を
掘
り
下
げ
る
。

さ
ら
に
第

5
章
で
は
、
市
場
を
通
じ
た
企
業
間
の
社
会
的
分
業
に
視
野
を
広
げ
て
、
コ
ー
ス
の
法
則
を
考
え
る
。

情
報
経
済
学
の
分
野
で
は
、
優
れ
た
研
究
に
導
か
れ
て
、
逆
選
択
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
理
論

な
ど
の
概
念
が
次
々
に
生
ま
れ
た
。
こ
の
過
程
で
、
市
場
と
企
業
の
境
界
を
論
じ
た
コ
ー
ス
の
古
典
的
論
文
が
再
評

価
さ
れ
、
「
取
引
費
用
経
済
学
」
や
H

内
部
組
織
の
経
済
学
」
を
媒
介
に
産
業
組
織
論
の
新
展
開
に
つ
な
が
っ
た
。
「
企

業
と
市
場
の
境
界
」
に
作
用
す
る
コ
ー
ス
の
法
則
を
応
用
す
れ
ば
、
情
報
化
に
よ
る
取
引
費
用
の
低
下
が
単
な
る
コ

ス
ト
削
減
で
は
な
く
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
拡
大
と
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
、
企
業
の
分
割
や
合

併

(
M
&
A
)
が
活
発
に
な
る
こ
と
、
情
報
化
で
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
関
与
が
不
可
欠
と
な
る
こ
と
、
な

ど
の
要
因
が
明
瞭
に
な
る
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
第
6
章
で
は
、
情
報
化
で
発
揮
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
済
性
」
に
つ
い
て
、

「
規
模
の
経
済
性
」
「
範
囲
の
経
済
性
」
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
」
「
連
携
の
経
済
性
」
と
い
う

4
つ
の
基
本
概
念
を
相
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互
に
関
連
付
け
な
が
ら
考
察
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
効
果
と
規
模
の
経
済
性
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
、
独
占
的
市
場
の
形
成
と
競
争
的
市
場
の
形
成
を
分
け

る
条
件
は
何
か
、
新
規
参
入
が
相
次
ぐ
競
争
的
市
場
で
自
社
の
強
み
を
活
か
す
戦
略
の
カ
ギ
が
何
で
あ
る
か
を
考
え

て
い
く
。
新
技
術
と
創
意
工
夫
が
次
々
に
わ
き
起
き
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
下
で
、
す
べ
て
を
自
社
で
揃
え
よ

う
と
す
る
「
自
前
主
義
」
や
「
総
花
的
」
経
営
が
行
き
詰
ま
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
こ
れ
ら

4
つ
の
経
済
性
で
う
ま
く
説

明
で
き
る
。

第

7
章
で
は
、
技
術
変
化
と
制
度
変
化
の
緊
張
関
係
を
指
摘
し
た
ノ
ー
ス
の
論
考
を
手
掛
か
り
に
、
情
報
化
で
促

さ
れ
る
制
度
改
革
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
市
場
と
は
、
効
率
的
な
社
会
的
分
業
に
欠
か
せ
な
い
「
情
報
処
理
機
構
」

で
あ
る
と
同
時
に
き
わ
め
て
「
制
度
的
な
存
在
」
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
す
る
た
め

の
取
引
費
用
は
、
情
報
費
用
と
制
度
費
用
の
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
技
術
進
歩
で
情
報
費
用
が
低
下
す
れ
ば
、

情
報
処
理
機
構
と
し
て
の
市
場
の
機
能
は
高
ま
る
が
、
市
場
を
支
え
る
法
律
、
規
制
、
慣
行
な
ど
制
度
費
用
が
自
動

的
に
下
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
技
術
変
化
と
制
度
変
化
の
時
間
軸
は
大
き
く
異
な
り
、
業
界
慣
行
な
ど
「
思
考
習
慣

と
し
て
の
ル
ー
ル
」
の
変
更
に
は
、
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。
激
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
技
術
が
変
化
す
る
時
代
に
問

わ
れ
る
社
会
の
能
力
と
は
何
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
革
命
が
世
界
の
フ
ラ
ッ
ト
化
で
は
な
く
多
様
性
を
照
ら
し
出

す
の
は
な
ぜ
か
、
そ
の
本
質
を
探
る
。

最
後
に
第
8
章
で
は
、
情
報
化
と
一
雇
用
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
選
択
の
科
学
と
い
わ
れ
る
経
済
学
は
、
「
交
換

を
通
じ
た
人
と
人
と
の
社
会
的
関
係
」
を
考
え
る
学
問
で
も
あ
る
。
技
術
は
人
に
役
立
つ
と
同
時
に
古
い
職
を
奪
う
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と
い
う
二
面
性
を
持
つ
。
こ
の
「
技
術
と
一
雇
用
の
緊
張
関
係
」
は
産
業
革
命
時
の
ラ
ッ
ダ
イ
ト
運
動
が
象
徴
す
る
よ

う
に
古
典
的
な
問
題
と
い
え
る
が
、
工
業
化
の
起
点
と
な
っ
た
産
業
革
命
と
現
在
進
行
中
の
情
報
革
命
と
は
ど
の
よ

う
な
違
い
が
あ
り
、
ま
た
共
通
点
が
み
ら
れ
る
の
か
。
情
報
化
が
加
速
し
た

1
9
9
0
年
代
以
降
に
繰
り
返
さ
れ
る

「
一
雇
用
な
き
回
復
」
や
「
所
得
の
二
極
化
」
を
手
掛
か
り
に
、
レ
イ
オ
フ
と
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
・
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ス
の
違

い
、
技
術
と
労
働
の
結
節
点
と
い
え
る
企
業
の
機
能
、
そ
の
外
部
に
広
が
る
労
働
市
場
と
教
育
市
場
の
連
携
を
検
討

し
、
技
術
革
新
の
渦
中
で
み
ら
れ
る
扉
用
の
代
替
、
誘
発
、
創
出
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

以
上
が
本
書
の
内
容
で
あ
る
。
情
報
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
本
書
全
体
を
相
互
に
連
携
さ
せ
て
体
系
化
を
試
み
て

い
る
が
、
各
章
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
か
ら
始
め
て
、
他
の
章
へ
と
広
げ

て
い
く
読
み
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
学
際
的
な
研
究
領
域
で
あ
る
と
同

時
に
、
実
社
会
に
お
い
て
農
業
、
工
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
医
療
、
教
育
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
実
務
者
が
横

断
的
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。
執
筆
に
際
し
て
は
、
必
ず
し
も
経
済
学
を
専
門
と
し
な
い
人
文
系
、
理
工
系

の
学
部
レ
ベ
ル
の
学
生
が
読
み
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
お
り
、
関
心
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
に
も
ぜ

ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
最
先
端
の
実
務
に
日
々
携
わ
る
中
で
、
一
呼
吸
お
い
て
「
情
報
革
命
」
を
俯
轍
し
、
新

し
い
道
筋
を
発
見
す
る
手
掛
か
り
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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